
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な考え方 

 

コンピュータ等の情報技術は急激な進展を遂げ、人々の社会生活や日常生

活に浸透し、スマートフォンやタブレット等に見られるように情報機器の使

いやすさの向上とも相まって、児童生徒が情報を活用したり発信したりする

機会も増大している。将来の予測は困難であるが、情報技術は今後も飛躍的

に進展し、常に新たな機器やサービスが生まれ社会に浸透していくこと、人々

のあらゆる活動によって極めて膨大な情報（データ）が生み出され蓄積され

ていくことが予想される。このことにより、職業、学校での学習や生涯学習、

家庭生活、余暇等人々のあらゆる活動において、さらには自然災害等の非常

時においても、新たな機器やサービス、情報を適切に選択・活用していくこ

とが不可欠な社会が到来している。 

予測困難な社会において、児童生徒が情報を主体的に捉えながら、何が重

要かを主体的に考え、見いだした情報を活用しながら他者と協働し、新たな

価値の創造に挑んでいけるようにするため、情報活用能力の育成が極めて重

要となっている。情報活用能力は「学習の基盤となる資質・能力」の一つで

あり、児童生徒に確実に身に付けさせる必要があるとともに、身に付けた情

報活用能力を発揮することにより、各教科等における主体的・対話的で深い

学びへとつながっていくことが期待されるものである。 

学習指導要領では、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段

の活用について、こうした情報活用能力の育成もそのねらいとするとともに、

人々のあらゆる活動に今後一層浸透していく情報技術を、児童生徒が手段と

して学習や日常生活に活用できるようにするため、各教科等において、これ

らを適切に活用した学習活動の充実を図ることとしている。また、児童生徒

が将来どのような職業に就くとしても時代を越えて普遍的に求められる「プ

ログラミング的思考」をはぐくむため、コンピュータに意図した処理を行わ

せるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動が小学校から高

等学校まで行われている。 

児童生徒一人一台端末の活用が本格的に始まり、これを活用した授業が進

められている。当初は端末をまず活用すること、様々なアプリケーションを

いかに多用して授業を行うかが中心であったが、これは教師が主導する従来

までの授業においてＩＣＴを活用することで強化しているに過ぎなかった。 

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）（令和３年１月）で

は、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を掲げ、これらの一体的な充実を

とおして、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげるこ

とが求められている。個々の児童生徒が自分の学びに責任をもち、自分の意

思で工夫して学びに取り組むこと。その学び方は一人一人異なっていてもよ

く、どのような学び方が最適かは自分の意思で決めるとともに、他者の学び

が可視化され、いつでも他者参照ができるクラウド環境を活用することによ

って協働性と、協働を踏まえて自分の学びを更新していくといった学びが義 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 
９ 学校教育全体で進める教育活動 

(1) 情報教育 

ア 〈基本的な考え方と目標〉 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報教育の目標 

務教育課程の児童生徒から高等学校生徒に期待されている。義務教育課程

から高等学校の児童生徒が活用している一人一台端末は、このような意義に

よるものである。 

 一方、生成ＡＩの急速な進歩は教育にも大きな影響を与えつつある。「初等中

等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイドライン」（令和５年７

月）では、生成ＡＩを一律に禁止することなく、一定の条件のもと授業や校務での

活用について示された。 

 

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校（それぞれの

該当部）における情報教育の目標は、全ての児童生徒に基礎的・基本的資質

として情報活用能力を身に付けさせることである。情報活用能力には次の三

つの観点があり、これらを相互に関連付けて発達の段階に応じてバランスよ

く育成することが必要である。 

 

Ａ 情報活用の実践力 

  課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情

報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏ま

えて発信・伝達できる能力 

 

Ｂ 情報の科学的な理解 

  情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱ったり

自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解 

 

Ｃ 情報社会に参画する態度 

  社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響

を理解し、情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え、望ま

しい情報社会の創造に参画しようとする態度 
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